






















































































29a3 （、 「神」 （
30a2 （と言い換え





















































































































































































































































































とまでした。その後の新プラトン主義の流れを決定づけ、彼以降の新プラトン主義は後期新 ラトン主義と呼ばれる。 の思想は時代の要請にも合っていたと見えて、新プラトン主義が大きな広がりを見せるのも彼の時代から ある。　
ギリシア哲学最後の光輝と言われるプロクロスの哲学
も、このイアンブリコス 流れを継承 たものだ た。彼の『ティマイオス注解』は、現存する古代に著された ラトン 注解書の中でも最も浩瀚なものである。　
プラトニズムと魔術・オカルト思想との結びつきは歴史



























































本に付された書簡から知ることがでる。彼はオシウスとう人物から翻訳を依頼さ 、翻訳だけ は理解し難 と考えて、注解も付け加えたという。カルキディウス自身は全訳と全篇への注解の執筆を意図してい が、現存する翻訳と注解は、全体 半分弱（
53c （
までである。カルキディ

















































て語られているのか、という問題が提起される。これに対し、カルキディウスは三つの理由を挙げる。最初の理由は、人間の魂が神によって作られたのではないと聞くことで、人々が「人間は古さの優越性 点で神と同等であると思って 至高の神の支配から免れ いると考え こ がないために」と言われる。神的で永遠なも の起源は、時間の前後関係 はなく、価値の優劣という点で考察すべきだと言われる。二番目は、 「我々は作り出さ た作品 権威や創始者を、精神 よる秩序づけよりもむしろ手（製作技術
（
に帰するのが常であるゆえ」と言われる。三番目は、



































































































































































































































onitz, Index Aristotelicus （
B
































-3, III 2, 7; D
e G
en.  et C







































und der Seele （
L




















































eiden 1962, 2nd 























aszink, op. cit., p. L
X

















I, adn. ad p. 205, 4.
（















lcinous, op. cit., ch. 
9, H
 163, 30









1955 （, p. 574.
